
２０１９年  ４月  １４日 ≪受難週主日礼拝≫ 

 主 日 礼 拝 

①８時半  ②10 時半     ③19 時 

 司  会  ①石井師  ②石井 秀人兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②小山美枝子姉  ③石井師 

賛  美  聖歌６５２番 & ～愛する友のために～ 

パウロの祈り➁ 

聖  書  ➀ルカによる福音書１２章１５～２１節                                                                            

      ➁コリント人への第二の手紙３章１２～１８節 

特別賛美  J.Plus Band 

メッセージ  ➀「天に宝をたくわえなさい」大川従道牧師                                                                                                                                      

      ➁「十字架の主を見上げ続ける」石井 潤牧師 

献  金  聖歌４０２番 ＆ ～栄光から栄光へと～ 

祝  祷              〔献金当番：和田姉・寺澤千姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美    ～主イエス神の愛～ 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日は受難週主日礼拝。金曜はイエス様が十字架にかかられた記念の日です。 

２．本日礼拝後はおいしいランチ。その後はお天気次第でお花見に出かけます。 

３．今週の祈祷会：☆明朝６時～、早天祈祷会。☆木曜朝 10 時半、夜 7 時半、

メッセージは、大野先生（大和祈祷会映像）。☆土曜夜８時～、準備祈祷会。 

４．来週日曜は｢イースター礼拝｣(聖歌隊員は10 時集合)。午後は聖歌隊練習です。 

 

 
    

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔４/１４～/２１〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
サムエル上 
１５・１６章 

１７・ 
１８章 

１９－ 
２１章 

２２－ 
２４章 

２５・ 
２６章 

２７－ 
２９章 

３０・ 
３１章 

サムエル下 
１－３章 

新約 
ルカ１４： 
２５－３５ 

１５：１ 
－１０ 

１５：１１ 
－３２ 

１６：１ 
－１８ 

１６：１９ 
－３１ 

１７：１ 
－１９ 

１７：２０ 
－３７ 

１８：１ 
－１７ 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

４/22(月):長野家庭集会 25(木):ＷＯＧＡ集会 28(日):献堂記念礼拝 

≪予告≫バーベキュー ５月１２日（日）教会前にて 



 
 
 
 
 
 
 

「私たちクリスチャンは、心に覆いなど掛けてはいない。主の栄光を反映させながら、

栄光から栄光へと進み、主に似た者とされていく。これは、御霊であられる主がして

くださるのである。」         コリント人への第二の手紙３章１８節〔現代訳〕 

 

本日の礼拝はイースター（主のご復活をお祝いする日）を前にした、主の受難を想う特別

な礼拝です。本日の礼拝は、主イエス様の受難＝十字架でのお苦しみは、私たちの救い

のため（私たちの罪が赦されて、神の子とされて、永遠のいのちを頂くこと）であることを感謝

するだけではなく、私たちに示された命懸けの主のご愛に対して、私たちがどのように応答す

るのか？ということを自らに問う礼拝でもあります。 

ルカによる福音書１４章の後半には、私たちクリスチャンが主の弟子として歩むための心

構えについて書かれています。 

「だれでも、わたしのもとに来て、父、母、妻、子、兄弟、姉妹、さらに自分自身を愛する

以上にわたしを愛する者でなければ、わたしの弟子となることはできません。恥と苦しみと死

を意味する十字架を背負い、わたしに従って来る者でなければ、わたしの弟子となることは

できません。…。そういうわけで、よく考え、自分の財産に対する執着を断ち切る者でなけれ

ば、わたしの弟子になることはできません。（26･27,33節：現代訳）」 

この世で主の弟子として、クリスチャンとして歩んで行くために、私たちは何があっても、主

を第一としなければその人生を全うすることができないことを示しています。それは日々の闘

いです。水の上を歩いたペテロのように、主を見上げて歩み続けなければ、恐れや不安で一

杯になって、すぐに溺れてしまうのです。 

しかし、本日聖書箇所では、私たちは栄光から栄光へと主に似た者となるように成長さ

せられる。それは、聖霊様のお働きであるのだとパウロは告白しています。主に従うこと、主か

ら頂く私たち自身の十字架を背負い続けるためには、聖霊様の助けが不可欠であるという

ことであり、聖霊様のお助けを頂くことで、私たちの人生は主のように栄光に輝いたご復活の

お姿へと変えられていくのだと信じます！ 

聖霊様の慰め、励ましのお力をいただくためには、私たちの霊が敏感でなければなりませ

ん。この世の誘惑や心配事など、様々な情報によって振り回されている間は、その主の御

声は聞こえてきません。静まって、止まって、今していることを中断して、主の語りかけを聞い

ていく必要があります。それがたとえ牧師先生や信頼のおける兄弟姉妹の言葉だったとして

も、主ご自身から直接お聞きしていくという作業が必要なのです。  

「十字架の主を見上げ続ける」 
～聖霊様によって変えられる～ 


